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共通教育とは何だろう
副学長(教 育 ・学生担当)内 田 高 峰
「共通教育」を敢えて定義するとすれば、「大学
(学部)教 育における教育課程(カ リキュラム)の
内、学部 ・学科 ・課程等の専門分野によらずに共
通に履修させる教育課程」と言えよう。
ところで、従来の 日本の大学教育は、幼、小、
中、及び高等学校とたどる子どもの発達過程に順
応 した教育の修了を前提にしていて、大学入学時
には学生の発達段階は、等 しく学問的な内容と思
考方法の修得の準備を終えているとの考えに基づ
いていたと思われる。こ存 じの通 り、新制大学発
足後は各学部独自の専門教育に加えて、「一般教育」
が必須とされてきた。すなわち、少な くとも 「人
文科学」 「社会科学」「自然科学」の3分野からなる
一般教養科目や、外国語科 目、保健体育科目など
を含めて50単位以上が課せられていた(他 に、教
養科目としては基礎教育科 目のような専門課程の
予備的な科目も含まれた場合が多い)し 、特に一
般教養科 目では専門的な学問の概論や通論が講 じ
られることも多かった。ところが、平成3(1991)
年にな って、この一般教育の要件が大学設置基準
から撤廃されて(い わゆる 「大綱化」)、各大学は
独 自の教養教育の課程を編成することが可能にな
った。この 「大綱化」に当たってはさまざまな理
由が挙げられていた と記憶 しているが、当時既 に
大学初年次に行われる教育が、高等学校までの教
育と乖離 して しまって、多 くの大学生が消化不良
を起 こしていた ことがその一つであったと思う。
その結果、多 くの大学で、教養教育を大学教育の
初年次教育とせず専門教育 とある程度混在させる
こと(1～3年次履修時間帯の保証)や 、大学教育
への導入教育は別途新 しい科目(大 学教育入門セ
ミナーや情報処理スキルのための科目など)や 高
校教育の復習的科目の新設、さらには、習熟度別
クラス編成などで対応することにな ったのである。
また、この他にも語学教育や保健体育教育の見直
しも行われたが、従来の教育か ら質 ・量共に軽減
されたのは否めない現実である。
旧福井大学では、教育学部に内包 されてきた
「一般教育部」が一旦全学的組織で運営されるよう
に改革された後、平成11(1999)年に 「共通教
育センター」が設置(学 内措置)さ れ、それまで
の一般教育システムを全般に渉 って一新 して 「共
通教育」 とな り、現福井大学文京キャンパスでの
共通教育が始め られた。現行の本学 「共通教育」
については詳述を割愛するが、平成17(2005)
年度の 「特色GP」 に採択されたプロジェク ト
「より高い現代的な教養教育をめざして」は、それ
らの改革の成果やその後の展開が広 く認め られた
ためであろう。
人間の知識 ・学問は急速に深化すると共に、従
来の領域区分を超えて必要 とする知識も拡大 して
いる。学生の専攻分野に依拠 しない共通の学力や
知識の修得のために、大学(学 部)教 育をどのよ
うに展開すべきか、あるいは、青少年の発達の遅
延現象に対 してどのような対策が必要なのか、さ
まざまな議論の中からの一つの解答が現行の本学
「共通教育」であるが、外国語を含むコミュニケー
シ ョン能力あるいは自己表現力 に関する教育や、
自らの進路を考えるキャリア教育などについては、
今後いっそうの検討 ・改善 ・拡充が必要であると
考え られる。関係各位のこ協力 ・ご理解を期待す
るものである。
以上、本紙の編者から冒頭の標題を与えられた。
私見を述べた次第である。
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